
今回の特集は未来へつなぐ木の良さ体感事業で

す。県内の様々な場所に『びわ湖材』で作られた製

品が設置されています。製品にはびわ湖材マークが

ついています。みなさんも、びわ湖材マークを探し

てみてください。 （砂田）

現在、県では「緊急雇用創出特別推進事業」の一環と
して、雇用対策を目的に実施している「ふるさと里山再
生事業」により、地域の里山整備に取り組んでいます。
「緊急雇用創出特別推進事業」とは、国の「緊急雇用

創出事業臨時特例交付金」を財源とした基金を活用し、
離職を余儀なくされた方々に対し、次の雇用までの短期
の就業・雇用機会の創出を図ることを目的に県や市町等
が取り組んでいる事業です。
かつては、薪や落ち葉の採取等により手入れがなされ

てきた里山は、近年、手入れ不足による荒廃が進み、一
部では山地災害の危険性が高まったり、イノシシ、シカ、
サルなどによる農作物等への獣害の温床となっている
のが現状です。そうした荒廃した里山の集落や農地との
境となるすそ野部分を刈り払うことで、少しでもかつて
のふるさと里山の再生
ができればというのが
この事業のねらいです。

事業の概要は次のと
おりです。実際の作業
は、県が委託した森林
組合等がハローワーク
を通じて雇用した新規
雇用者により実施され
ます。新規雇用者は、

ロープ

清
水
・
小
脇
街
づ
く
り
委
員
会

近
江
鉄
道
の
八
日
市
駅
か
ら
市
辺
駅
に

か
け
て
、
北
側
の
車
窓
に
、
豊
か
な
緑
の

中
に
岩
肌
が
露
出
す
る
独
特
の
山
容
を
見

せ
る
山
並
み
が
続
き
ま
す
。
箕
作
山
系
を

南
側
か
ら
見
た
風
景
で
す
。

古
く
か
ら
米
づ
く
り
の
水
利
と
し
て
小

脇
湯
（
井
）
水
利
組
合
を
運
営
し
て
き
た

小
脇
郷
の
５
ヶ
字
（
現
在
は
清
水
町
と
な

っ
た
辻
、
宿
、
里
、
脇
、
坊
）
が
、
川
だ

け
で
な
く
小
脇
郷
を
抱
く
箕
作
山
・
麓
の

自
然
環
境
を
保
全
し
、
次
の
世
代
へ
と
つ

な
い
で
い
こ
う
と
、
平
成
１
２
年
１
２
月
、

「
清
水
・
小
脇
街
づ
く
り
委
員
会
」
を
結

成
し
、
里
山
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

春
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
と
季
節
の
移
ろ

い
を
見
せ
る
箕
作
山
の
自
然
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
委
員
会
で
は
春
と
秋
に
ハ

イ
キ
ン
グ
を
実
施
し
、
京
阪
神
か
ら
も
多

く
の
参
加
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
太
郎
坊

宮
の
夫
婦
岩
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
箕
作

山
系
は
、
湖
東
流
紋
岩
で
で
き
た
岩
山
で

あ
る
た
め
木
々
の
根
が
浅
く
、
多
く
の
倒

木
が
ハ
イ
キ
ン
グ
道
に
倒
れ
か
か
っ
て
い

ま
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
前
に
は
、
こ
れ
ら
の

倒
木
の
処
理
や
雑
木
の
伐
採
な
ど
、
箕
作

山
で
気
持
ち
よ
く
楽
し
ん
で
も
ら
う
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
で
は
、
滋
賀
県
自
然
観
察
指
導

員
や
滋
賀
県
立
大
学
の
学
生
さ
ん
の
指
導

を
受
け
、
植
生
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
を
箕
作
山
に
来
ら
れ
た
方
に
も
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
樹
名
札
を
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
沿
い
の
約
６
０
箇
所
に
取
り

付
け
ま
し
た
。

更
に
今
年
度
は
、
箕
作
山
の
魅
力
を
紹

介
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
制
作
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
箕
作
山
と
そ
の
麓
の
地
域

の
歴
史
や
見
ど
こ
ろ
、
お
す
す
め
の
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
紹
介
す
る
マ
ッ
プ
、
代

表
的
な
樹
木
や
草
花
の
写
真
、
そ
し
て
清

水
・
小
脇
街
づ
く
り
委
員
会
の
活
動
な
ど

を
載
せ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
箕
作
山
の
麓
に
昨
年
４
月
に
新

設
さ
れ
た
箕
作
小
学
校
の
子
ど
も
達
に

も
、
里
山
活
動
を
通
じ
て
自
然
環
境
を
学

ん
で
も
ら
お
う
と
、
会
員
の
所
有
す
る
森

を
整
備
し
て
い
ま
す
。
竹
の
侵
入
の
著
し

い
森
を
開
削
す
る
と
、
珍
し
い
枝
の
ク
ヌ

ギ
の
大
木
が
現
れ
ま
し
た
。
こ
の
木
を
、

シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
に
し
よ
う
と
考
え
て
い

た
矢
先
、
近
く
で
ナ
ラ
枯
れ
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
が
及
ば
な
い

よ
う
に
、
遊
林
会
の
方
に
相
談
し
、
ビ
ニ

ー
ル
シ
ー
ト
に
よ
る
皮
膜
予
防
策
を
と
る

こ
と
に
し
、
先
日
作
業
を
完
了
し
ま
し
た
。

里
山
を
生
活
に
利
用
し
な
く
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
ナ
ラ
枯
れ
や
竹
の
侵
入
な
ど
、
こ

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
通
じ
て
も
う
一
度
里
山

環
境
に
つ
い
て
子
ど
も
達
と
一
緒
に
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ふるさと里山再生事業【緊急雇用創出特別推進事業】

「
箕
作

山
」

今、野生のシカの被害が問題になっています。各地で駆除が

進められていますが、そのシカ肉の有効活用も必要です。銃で

撃ったりワナで捕まえたりは簡単にはできませんが、おいしく

食べることで獣害対策に貢献しましょう。

鹿肉ミートソースペンネ

材料（４人分）

鹿肉（モモ）200g、にんにく３片

たまねぎ２個、にんじん１本

セロリ１本、小麦粉小さじ１

ペンネ(マカロニ)300g、オリーブオイル大さじ１

トマト水煮(カット)大１缶、白ワイン１／２カップ

Ａ 固形スープの素１個、ローリエ１枚、

オレガノ(ドライ)少々、食塩小さじ1/2、砂糖小さじ１

粉チーズ・パセリ適量

①鹿肉は、ミンチにし気になる筋は取っておく。

②にんにく、たまねぎ、にんじん、セロリはみじん切りにする。

③フライパンにオリーブオイルを熱し、②の野菜を３～４分炒

める。さらに①の鹿肉を入れ、小麦粉を茶漉しなどで振りか

けて炒め合わせ水１／２カップと調味料Ａを加えフタをして

１５分ほど煮る。

④ペンネ（マカロニ）は、たっぷりのお湯に塩（水１リットル

に小さじ２が目安）を入れてゆでる。

⑤ゆで上がったら、よく湯を切って、その上から③のソースを

からめる。

⑥粉チーズ・パセリのみじん切りを上から振って完成。
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作業実施までに森林施業の基礎知識や刈払機・チェーン
ソーの使用についての研修を受講してもらうことで作
業上の安全を図るとともに、将来、林業関係の職場に就
業するきっかけとなればと期待しています。

○作業内容
・除間伐、下刈や竹林の伐採等の森林整備
・上記と一体的に実施する、害獣の住処となる耕作放棄

地の刈払い
・伐採木の搬出
・里山への進入のための作業歩道作設

中部森林整備事務所管内では、平成 21 年度に５市町
１６地区で２１．３ｈａの整備を実施し、平成 22 年度

では４市町１６地区で
約３０ｈａの整備を予
定しています。平成 2

3年度は事業最終年度

となりますが、実施地
区の住民の方におかれ
ましては、事業へのご
理解と御協力よろしく
お願いします。

箕
作
山
系
は
、
太
郎
坊
宮
が
鎮
座
す
る

赤
神
山
を
中
心
に
箕
作
山
、
小
脇
山
、
近

江
八
幡
市
安
土
町
内
野
地
先
の
岩
戸
山
で

構
成
さ
れ
る
山
塊
で
す
。
太
郎
坊
宮
の
石

段
を
登
り
き
る
少
し
手
前
、
龍
神
舎
の
手

水
場
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
道
は
始
ま
り
ま

す
。
山
道
を
し
ば
ら
く
行
く
と
最
初
に
赤

神
山
へ
の
分
岐
点
が
あ
り
ま
す
。
赤
神
山

は
太
郎
坊
宮
が
鎮
座
す
る
山
で
、
山
頂
の

前
の
岩
は
ち
ょ
う
ど
太
郎
坊
宮
本
殿
の
真

上
に
あ
る
た
め
、
ご
神
体
と
し
て
立
ち
入

り
禁
止
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤
神
山
の
分
岐
か
ら
し
ば
ら
く
行
く

と
、
清
水
・
小
脇
街
づ
く
り
委
員
会
で
作

っ
た
休
憩
小
屋
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
、
里

山
が
生
活
に
密
着
し
て
い
た
頃
、
秋
に
は

松
茸
が
た
く
さ
ん
採
れ
、
山
中
で
松
茸
の

す
き
焼
き
を
楽
し
ん
で
い
た
小
屋
を
模
し

て
造
っ
た
も
の
で
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
道
の

整
備
な
ど
で
通
り
か
か
る
と
、
ハ
イ
カ
ー

た
ち
が
こ
こ
で
昼
食
を
と
っ
て
お
ら
れ
る

の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

ハ
イ
キ
ン
グ
道
を
進
み
瓦
屋
禅
寺
へ
の

分
岐
点
を
左
に
と
り
、
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
な
ど

の
大
木
が
林
立
す
る
鞍
部
を
越
え
る
と
、

箕
作
山
の
頂
上
で
す
。
頂
上
か
ら
は
蒲
生

野
が
一
望
で
き
、
北
側
は
五
個
荘
か
ら
能

登
川
、
遠
く
に
は
琵
琶
湖
に
浮
か
ぶ
多
景

島
、
空
気
が
澄
ん
で
い
る
と
き
は
竹
生
島

が
見
え
ま
す
。
箕
作
山
か
ら
約
３
０
分
歩

く
と
、
山
系
の
ピ
ー
ク
、
小
脇
山
（
標
高

３
７
３
．
４
ｍ
）
で
す
。
小
脇
山
か
ら
は

遠
く
に
鈴
鹿
の
山
並
み
を
眺
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
小
脇
山
を
少
し
下
る
と
、
一

見
普
通
の
岩
で
す
が
石
積
み
が
あ
り
、
小

脇
山
城
遺
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
東
近
江
市
教
育
委
員
会
が
周
辺
の
雑

木
を
伐
採
し
、
景
観
を
良
く
す
る
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
年
度
内
に
は
遺
跡
の
案

内
板
な
ど
も
整
備
さ
れ
、
箕
作
山
ハ
イ
キ

ン
グ
の
新
し
い
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

小
脇
山
か
ら
は
な
だ
ら
か
な
下
り
と
な

り
、
近
江
八
幡
市
安
土
町
内
野
地
先
の
岩

戸
山
十
三
仏
へ
至
り
ま
す
。
十
三
仏
は
聖

徳
太
子
が
爪
で
刻
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
秘

仏
で
、
委
員
会
が
実
施
す
る
春
と
秋
の
箕

作
山
ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
、
地
元
十
三
仏
世

話
方
の
皆
さ
ん
に
特
別
拝
観
を
お
願
い
し

て
お
り
、
参
加
者
に
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

さ
て
、
箕
作
山
の
麓
「
小
脇
郷
」
は
、

大
陸
か
ら
の
渡
来
人
「
狛
長
者
」
が
拓
い

た
と
い
わ
れ
、
金
柱
宮
跡
や
八
日
市
の
名

に
残
る
「
市
」
が
初
め
て
開
か
れ
た
と
い

わ
れ
る
蛭
子
神
社
宮
跡
、
旧
八
風
街
道
沿

い
に
残
る
丁
石
地
蔵
様
な
ど
歴
史
を
感
じ

さ
せ
る
史
跡
が
点
在
し
ま
す
。

箕
作
山
は
山
中
も
麓
も
自
然
と
歴
史
に

溢
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

作業前 作業後

山の作業では様々

な用途に使うことが

出来るが、木を倒す

時によく使う。倒し

たい方向に誘導する

ため、あらかじめ木

に巻き付けて引っ張

る。当然、力はあまり必要としない。しかし、思

うようにいかず隣の木に引っかかった時には、ち

ょっとやそっとでは動かせない。そんな時もロー

プの出番。単純に引き倒すだけでなく、根元を浮

かす、木を回転させるなど、方法は数え切れない。

細長いだけではなく奥が深い。

意外に思われるかもしれないが、現場では細手

のものを好む人が多い。手に馴染みやすい、柔ら

かくて使いよい、そしてなにより軽い。

手繰る手元から諭す声がする

― 道具は使い手次第 ―

オリジナルキャラクター「みつくり君」

丁石地蔵様と太郎坊さん（旧八風街道から）

シンボルツリーのクヌギ

委員会で設置した樹名札

清
水
・
小
脇
街
づ
く
り
委
員
会

会
長

熊
木
喜
一
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長浜市

高島市

甲賀市

大津市

東近江市

米原市

多賀町

日野町

彦根市

湖南市

野洲市

近江八幡市

栗東市

草津市

守山市
竜王町

愛荘町

甲良町豊郷町

県内で建設業を営んでいる大工さんや工務店の方に、一戸建て住宅の新設
時に、『びわ湖材』の使用量に応じて一戸当たり最高 40 万円を助成します。
また、既存住宅の耐震、バリアフリー改修をされる方には、補強用製材品を
無償提供します。

木材の輸送に伴う二酸化炭素の排出量を低減するなど、地球温暖化防止の
観点から滋賀県内の森林から産出された木材を、県産材＝『びわ湖材』であ
ることを証明する制度を実施しています。『びわ湖材』の利用拡大を図るこ
とにより、地球温暖化防止対策や地産地消の循環型地域社会の創出に貢献す
るものです。制度の運営は、県産木材活用推進協議会が行います。

○びわ湖材とは？
滋賀県内の森林から伐採された原木と、その原木を滋賀県内で加工した製

材品等で、森林に関する法令に基づき合法的に伐採された（伐採に係る届出
や許可が適切にされていること）木材のことです。

○誰が証明するの？
『びわ湖材』を取り扱うためには、審査を受けていただく必要があります。

審査は県産木材活用推進協議会が行います。適正と認められると、『びわ湖
材取扱認定事業体（以下、「認定事業体」という）』に認定されます。

「認定事業体」が、自らの責任において、県産材を適正に表示・分別管理
することにより、生産・加工・販売・消費の段階において『びわ湖材』であ
ることを証明します。

小中学校等に『びわ湖材』の学習机・椅子の導入を支援することにより、
将来を担う子どもたちに、木の良さを体感してもらいます。また、木に直接
触れることにより、森林への関心を高めてもらうきっかけとします。

公共性の高い公園やホールなどの施設ならびに学校や保育園などを対象
に、『びわ湖材』を使って木製品の設置や建物内装の木質化を促進すること
により、県民の皆さんが木に触れる機会を提供して木の良さをＰＲします。

木 製 品 利 用 促 進 事 業

未来へつなぐ木の良さ体感事業 編琵琶湖森林づくり事業 特集！ｐａｒｔ６

木 の 学 習 机 整 備 事 業

木材をはじめ動植物や森林空間を含めた森林資源のすべてが有効に利活
用されるよう、県内の森林資源の新たな利用方法についての研究開発や、県
内の森林空間の新たな利活用についての調査研究を支援します。

森 の 資 源 研 究 開 発 事 業

未 来 へ つ な ぐ 木 の 良 さ 体 感 事 業 と は ？

県内の人工林は、その多くが成熟期を迎え、今後利用可能となる森林資源は飛躍的に増加す
る見込みです。再生可能な自然にやさしい木材を地域で積極的に利用するなど、低炭素社会の
実現に向けた取り組みが期待されています。環境にやさしい材料である木材の良さをアピール
するため、県産材での家づくりを推進するとともに、県産材を活用した学校等公共施設の木
造・木質化や学習机の導入等を進めます。また、森林空間が持つ癒しや安らぎの機能をはじめ、
森林資源を利活用した新たな用途への調査・研究、実用化にむけた取り組みを支援します。

木の香る淡海の家推進事業

『琵琶湖森林づくり事業』とは？

平成１６年 4 月に施行されました「琵琶湖森林づくり条例」の理念に基づき、琵琶湖と人々の暮らしを支える森

林づくりを進めるものです。県民の皆様から「琵琶湖森林づくり県民税」をいただき、「琵琶湖森林づくり事業」と

して様々な事業を実施しています。

平成 22 年度からの 5 カ年は、「急がれる県産材の安定供給体制の整備と地球温暖化防止森林吸収源対策による森

林の保全整備の推進」をテーマに取り組んでいます。

森林所有者の皆様へ ⇒ 環境を重視した森林づくり

県民の皆様へ ⇒ 県民協働による森林づくり

●淡海の家建築場所

●木製品設置場所

●木の学習机設置校

●森の資源研究開発拠点

び わ 湖 材 産 地 証 明 事 業

問い合わせ先：県産木材活用推進協議会（事務局：滋賀県木材協会内）
電話 077-524-3827
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.biwa.ne.jp/~s-mokkyo/

びわ湖材マーク


